










































対する関心の比較結果は表 1 の通りであった。 
 「放射線と放射能は同じものか否か」の正解者数、「放





16 名（15.1%）、うち大学での受講は 2 名（1.9%）、3 年



















































査, J UOEH, 30: 421-429, 2008. 
表1　学年別・放射線の知識と関心
P値
度数（%） 106 (53.3) 93 (46.7)
放射線の種類
正解数（10問中） 4.52 4.25 0.061）
（標準偏差） (2.148) (2.531)
放射線と放射能3）
同じもの 23 (21.7) 9 (9.7) 0.022）
違うもの 82 (77.4) 84 (90.3)
放射線防御3原則
正解者数 3 (2.8) 20 (21.5) 0.0012）
自然年間被ばく量
正解者数 45 (42.5) 40 (43.0) 0.942）
放射線検査・治療
正解数（6問中） 2.39 2.37 0.9051)
（標準偏差） (1.029) (1.405)
過去の受講歴3）
ある 16 46 0.0012)
無し 84 40
受講したいか3）
はい 63 45 0.2622)
いいえ 42 46
調べたことあるか3）
ある 17 9 0.2572)
無い 88 84
関心があるか3）
ある 73 53 0.1662)
無し 31 39
1）t検定 2）χ2検定
3）無回答を除外して分析したため、合計が各学年のnと異なる項目がある
1年生 3年生
知識
関心
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